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　ガン・カモ・ハクチョウ類は、主として河川、湖沼、海岸などの
水域で生息している。これらの生息地は自然環境の変化が顕著に現
れるため、それに応じてガン・カモ・ハクチョウ類の生息状況に影
響がでるであろう。
　また、ガン・カモ・ハクチョウ類の多くの種は狩猟鳥として重要
な位置を占め、野生鳥獣の保護と人間生活の共存のためには、その
管理において長期にわたる科学的な資料を必要とする。
　そこで、ガン・カモ・ハクチョウ類の渡来数の動態や生息環境の
変化を把握するために調査分析を行った。
　この調査は、福井県が日本野鳥の会福井県へ委託して実施したも
ので、調査結果が本県におけるガン・カモ・ハクチョウ類の越冬期
の生息状況を明らかにし、かつ鳥獣保護行政に資することができれ
ば幸いである。
　なお、報告書をまとめるにあたり、調査に協力をいただいた会員
各位に対して心からお礼申し上げる次第である。
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                         １．調 査 の概 要  

 

 

( １ )   経 過  

 

    こ の 調 査 は 、 昭 和 ４４ 年 度 か ら 林 野 庁 （ 昭 和 ４ ８ 年 度 か ら 環 境 庁 ） の 指 示 に よ り 、

毎 年 １ 月 １ ５ 日 を 中 心 に 取 り 組 ん でい る もの で、 今 回 は ４ ５ 回 目 であ る 。 昭 和 ５ ２ 年

度 か らは 、 その 業 務 の 委 託 を 請 け た 日 本 野 鳥 の 会 福 井 県 が 主 要 な 調 査 業 務 と し

て取 り 組 ん でいる 。  

 

 

( ２ )   調 査 の 目 的  

 

    福 井 県 内 に 渡 来 す る ガ ン ・ カ モ ・ ハ ク チ ョウ 類 の 渡 来 状 況 に 関 す る 基 礎 資 料 を

収 集 し 、 鳥 類 保 護 行 政 に 資 する もの とす る 。  

 

 

( ３ )   調 査 実 施 者  

 

    福 井 県 の 委 託 を 請 け て 、 日 本 野 鳥 の 会 福 井 県 が 実 施 し た 。 調 査 員 は ガ ン ・ カ

モ ・ ハ ク チ ョ ウ 類 の 識 別 能 力 が あ り 、 ま た 過 去 に も 調 査 経 験 の あ る 会 員 ８ ５ 名 で 構

成 した 。  

 

 

( ４ )   調 査 日  

 

    坂 井 平 野 に つい ては 平 成 ２６ 年 １月 １ ０ 日 、 その 他 の 調 査 地 に つ い ては 平 成 ２６

年 １月 １２日 に 調 査 を 実 施 し た 。  

 

 

( ５ )   調 査 地  

 

    福 井 県 か ら 指 定 さ れ た 湖 沼 、 河 川 、 内 湾 、 平 野 部 な ど の 計 １ ７ 箇 所 で 調 査 を

実 施 し た (第 １図 、第 ２図 ） 。  

 

 

( ６ )   調 査 及 び 分 析  

 

    調 査 地 の 全 域 を カ バ ー す る よ う に 観 察 地 点 を い く つ か 設 定 し 、 調 査 地 域 内 で

観 察 さ れた ガ ン ・ カ モ・ ハ ク チョウ 類 の 種 と そ の 個 体 数 を 記 録 し た 。 各 調 査 地 に は 、

３～ １ ６ 名 を 配 置 し 、 双 眼 鏡 （ ８～ ２ ０ 倍 ） 及 び 望 遠 鏡 （ ２ ０ ～ ６０ ） で 種 を 判 定 し 、 そ

の 個 体 数 を 計 数 器 に よ り 記 録 し た 。 ま た 、 面 積 の 広 い 調 査 地 に お いて は 無 線 機 な

どを 使 用 し 、 鳥 の 移 動 によ る 重 複 カ ウ ントを 防 止 した 。  

    調 査 結 果 を も と に 、 種 構 成 、 個 体 数 、 生 息 状 況 な ど の 変 化 に つ い て 過 去 の  

調 査 記 録 と 比 較 し 分 析 を 行 った 。  
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２．調 査 の 結 果 と 考 察

（１）概要

カモ類の調査を実施した１月１２日は、気温が０～４．１℃で、天候が良く全体として調査は順調に

行われた。また、主にガン類の調査を実施した１月１０日は、気温が－１℃で、雪のち曇りの天候とな

り視界が悪かった。

計１７箇所の調査地で、２０種３２，７３８羽のガン・カモ・ハクチョウ類が記録された（第１表）。

昨年度と比較して種数は同種で、個体数は２，０５４羽増加した。ガン・カモ・ハクチョウ類の個体数

は平成８年度以降、２５，０００～３０，０００羽程度の水準を維持していたが、平成２０年度から２

年連続してそれを下回った。本年度は３年度連続して３０，０００羽を超した。種数は平成２年度以
降、２０種前後で一定しており、平成２５年度にも大きな変化はなかった。

今回の調査で、ガン類が２種４３９羽、ハクチョウ類が１種８羽、カモ類が１７種３２，２９１羽記

録された。昨年度と比較して個体

数に大きな増減があった種は、マ

ガモ（３，４２８羽増）、キンク

ロハジロ（１，３５２羽減）であ

った。

優占度の高かった種は、マガモ

（６５．６％）、コガモ（１０．

５％）、カルガモ（９．３％）、ヒ

ドリガモ（５．１％）などであっ

た。逆に個体数の少なかった種
は、アメリカヒドリ（１羽）、コ

ハクチョウ（８羽）、ホオジロガ

モ（２３羽）、ミコアイサ（３３

羽）などであった。（第３表）。

（２）調査地別

種数は、日野川で１４種、北潟湖で１２種、久々子湖と菅湖および九頭竜川中上流域で１１種が記録

された（第１表）。昨年度に比べ種数が増加した調査地は、九頭竜川中流域（４種増）など４箇所であ

った。逆に種数が減少した調査地は、猪ヶ池（４種減）など８箇所であった。

個体数は、小浜湾の８，６１６羽ともっとも多く、次いで日野川の５，４１３羽、菅湖の３，２０８
羽の順であった（第１表）。昨年度に比べ個体数が増加した調査地は、小浜湾（６，９１５羽増）、日野

川（１，５７１羽増）など７箇所であった。逆に個体数が減少した調査地は、菅湖(３，６２６羽減)、

水月湖(２，３２０羽減)など１０箇所であった。

地方別の個体数は嶺北および嶺南地方共に増加した。嶺北地方では個体数は平成１１年度以降減少傾

向にあるが、平成２１年度を境に増加傾向に転じた。また、三方五湖全体の個体数は８，６９１羽で昨

年と比べ（６，１

４０羽）減少し

た。平成１９年度

から７年間は１

万羽以上を記録

し、平成２３年度

以降は増加して

いたが本年度は
減少した。
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【福良ヶ池】

昨年度に比べ、種数で２種減少し、個体数で１４１羽減少した（右図）。これは、カルガモの個体数

が９１羽減少したことに起因している。

当調査地では、池の面積(３ ha)が狭いためカ

モ類の警戒心が強く、その個体数は毎年安定し

ていない。また、マガモの記録個体数は平成６

年度をピークに減少傾向にあり、カモ類は、昭
和６１年度以降では平成１９年度および平成

２０年度と２年続けて確認個体無しの年もあ

った。

【北潟湖】

昨年度に比べ、種数は１種増加し、個体数は２３６羽減少した（右図）。この個体数の変化は、マガ

モが２４２羽、カルガモが１６５羽それぞれ減少したことに起因している。

当調査地では、平成３年度以来個体数が減少

傾向にあったが、平成２２年度以降は２～３千

羽で推移しており安定傾向にある。

種別では、マガモが１７年度をピークに減少

傾向にあるが、３年連続して１千羽を超えた。

コハクチョウは平成１４年度に８羽が初め

て記録されて以来、断続した記録があり、平成

２１年度には７１羽が確認されているが本年

度は確認されなかった。

【加戸大堤】

昨年度に比べ、種数は同種で、個体数が３４０羽増加した（右図）。この個体数の変化は、マガモが

４２２羽増加し、コガモが２３０羽減少したことに起因している。

当調査地では、北潟湖同様に個体数が減少傾

向にあったが、ここ４年連続して１千羽を超え

安定してきた。これは、この池の代表種である

マガモの増減が大きく影響している。
また、県内でのトモエガモの主要な飛来地と

なっていたが、近年記録されない年もあり、平

成２２年度および２３年度は記録され本年度

も１羽は確認された。

当調査地は、９ ha とさほど大きくない池であ

るが、カモ類の密度は県内で最も高い。
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【九頭竜川河口域】

昨年度に比べ、種数は１種減少し、個体数は２７羽増加した（右図）。この個体数の変化は、マガモ

が９７羽減少したが、コガモが５６羽増加し、

ヒシクイが４２羽確認されたことによる。

当調査地は、県内でのヒシクイの主な渡来地

となっており、採餌や休息などの群が平成１７

年度までは確認されていたが、近年群れが確認
されていなかった。しかし、本年度は少し上流

で休息採餌する群が飛来し確認された。

【九頭竜川中流域】

昨年度に比べ、種数は４種増加し、個体数は４２０羽減少した（右図）。この個体数の変化は、マガ

モが４２５羽増加、コガモが９３５羽減少した

ことに起因している。

当調査地の記録個体数は、平成２年度をピー

クに減少傾向にあり、平成１３年度まで２千羽

以上の記録があったものの、近年は１千羽を下

回ることが多い状況となっていたが、ここ４年

は１千羽以上を記録している。

【日野川】

昨年度に比べ、種数は同種で、個体数は１，５７１羽増加した（右図）。この個体数の変化は、コガ

モが７８２羽、マガモが７６４羽それぞれ増加

したことに起因している。

当調査地の記録個体数は、平成１１年度以前

は、全調査地のなかで最も多い記録を継続して

いたものの近年減少傾向にあったが、ここ４年
は連続して３千羽以上となった。コハクチョウ

は平成１０年度を除き、平成６年度から連続し

て確認されていて増加傾向にあったが、平成２

１年度の７６羽を最高に減少傾向にあり本年

度は８羽が記録された。
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【猪ヶ池】

昨年度に比べ、種数は４種減少し、個体数で

３５羽減少した。これは、オシドリが記録され

ず４０羽減少したことに起因している（右図）。

当調査地では、平成７年度に記録種数と個体

数が減少したが、平成８年度以降増加する傾向

にある。また、オシドリは、平成８年度に５６
羽記録されて以降減少しており、記録されない

年もある。

【阿原ヶ池】

昨年度と比較して、種数は１種増加し、個体数は１３羽増加した（右図）。これは、コガモが６羽増

加したことに起因している。オシドリは、７年

記録されていなかったが本年度は３羽確認さ
れた。

当調査地は、積雪の影響を大きく受けるた

め、毎年の記録個体数は不安定なものとなって

いる。

【久々子湖】

昨年度に比べ、種数は同種で、個体数は８６羽減少した（右図）。この個体数の変化は、マガモが１

１８羽、ハシビロガモが１０１羽それぞれ増加したもののカルガモが１６７羽減少したことに起因して

いる。

当調査地の記録個体数は、平成７年度から７

年連続して減少し、平成１３年度は昭和６１年

度以降最低となった、平成１４年度以降は増加

傾向に転じているが、３年連続して減少した。
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【菅 湖】

昨年度に比べ、種数は３種減少し、個体数では３，６２６羽減少した(右図)。この個体数の変化は、

マガモが３，０９０羽、キンクロハジロが１８

１羽、オナガガモが１６４羽それぞれ減少した

ことに起因している。

当調査地の記録種数は、平成４年度から全調

査地のなかで上位に位置している。
当調査地の記録個体数は、優占するマガモの

個体数変化の影響を強く受けており、通年は３

千羽程度である。なお、潜水カモ類のホシハジ

ロ、キンクロハジロ、スズガモが平成８年度以

降減少傾向にある。

なお、本年は、近隣の「ふゆみずたんぼ」で

今季最大羽数は、オオハクチョウ２羽とコハク

チョウ５２羽（うち、亜種アメリカコハクチョ

ウと亜種コハクチョウの交雑種１羽を含む）で

ある。菅湖を塒にしている。

【三方湖】

昨年度に比べ、種数は３種減少し、個体数で

は１０８羽減少した（右図）。この個体数の変

化は、マガモが２６５羽増加し、カルガモが１
４７羽、キンクロハジロが１６４羽それぞれ減

少したことに起因している。

当調査地の記録個体数は、平成５～７年度に

かけては増加傾向、平成９年度は大幅に減少、

その後は増加傾向に転じており近年は２千羽

程度で安定している。

【水月湖】

昨年度に比べ、種数は３種減少し、個体数は２，３２０羽減少した（右図）。この個体数の変化は、

マガモが１，２０８羽、キンクロハジロが１，

０４４羽それぞれ減少したことに起因してい

る。

当調査地の記録個体数は、平成１４年度に昭

和６１年度以降の最高を記録したが、平成１５

年度に大きく減少した。その後は増加傾向にあ

る。
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【小浜湾】

昨年度に比べ、種数は１種減少し、個体数は６，９１５羽増加した（右図）。この個体数の変化は、

マガモが５，９１８羽増加したことに起因して

いる。

当調査地の記録個体数は、平成２０年度まで

増加傾向にあったが、平成２１年度からは減少

傾向となっている。
また、トモエガモが３２１羽確認された。

【足羽川】

昨年度に比べ、種数は同種、個体数は７３羽増加した（右図）。この個体数の変化は、マガモが１５

７羽増加し、カルガモが１５７羽減少したこと

に起因している。

当調査地はハシビロガモとカワアイサの県

内での主要な渡来地になっていたが、ハシビロ

ガモは平成８年度以降減少傾向で、平成１５年

度からはほとんど記録されていない。オシドリ

が３年連続して記録された。

【福井新港】

昨年度に比べ、種数は１種増加し、個体数は７７羽減少した（右図）。この個体数の変化は、カルガ

モが１１３羽減少したことに起因している。

当調査地の記録個体数は、減少傾向にあり、

現在は、過去のピークの１割程度の個体数に

留まっている。
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【坂井平野】

昨年度に比べ、種数は１種減少で、個体数は２２６羽増加した（右図）。この個体数の変化は、マガ

ンが２３５羽増加したことに起因しており、これは近年の採餌場所の中心である、あわら市上番、中

番、下番などがパイプラインの工事のため採餌しにくいことと、昨年から片野鴨池に飛来している数そ

のものも少なく加賀市周辺で採餌しているこ

とが原因と考えられる。

九頭竜川以西の区域は、水田の基盤整備工
事のため「ふゆみずたんぼ」が減少しており、

コハクチョウが定着しにくくなっている。今

季は朝に北潟湖上空を南下し採餌に来る群が

目撃されており採餌場所が特定しにくくなっ

ている。

ヒシクイについては、近年は片野鴨池周辺

で採餌することが多いとのことで、坂井平野

では例年より確認回数も個体数も少ない状況

にあったが、本年度は河川内から飛び立つ小

群が確認された。

【九頭竜川中上流域】

平成１７年度から調査地となった。平成１１年度から日本野鳥の会福井県で独自に調査が行われてお

り、その調査結果と比較する。

昨年度に比べ、種数は同種で、個体数は６

２羽減少した（右図）。この個体数の変化は、

コガモが６３羽減少したことに起因してい

る。

当調査地の記録個体数は平成１５年度ま

では不安定であったが、近年は平成２１年度

および平成２２年度は減少したものの安定
している。

指定調査地以外の地域でも調査を実施したので、記録を参考までに掲げておく。

【九頭竜川上流域】

１月１５日に、 ５種 １６６羽が記録された。

＜大野市 九頭竜ダム＞ マガモ １４羽、カワアイサ ２０羽

＜大野市 仏原ダム＞ マガモ ２７羽、カルガモ ２８羽、カワアイサ ８羽

＜仏原～鷲ダム＞ マガモ ４羽、コガモ ５羽、ホオジロガモ ３羽、カワアイサ ５羽

＜大野市 鷲ダム＞ マガモ ５２羽
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【真名川ダム】

１月１２日に、２種 ７０羽が記録された。

マガモ ６１羽、コガモ ９羽

【鯖江市 河和田川】

１月１１日に、 ２種 １０羽が記録された。

オシドリ オス １羽、メス １羽、カルガモ ８羽

【敦賀市 中池見】

１月１２日に、３種 １０羽が記録された。

カルガモ ２羽、コガモ ７羽、トモエガモ １羽

３．ガ ン カ モ 類 以 外 の 鳥 類

ガン・カモ・ハクチョウ類以外に、計１２目２７科６１種が記録された（第２表）

４．過 去 に お け る 結 果 の 集 計

今回の委託調査にあたり、昭和４４年度以降、福井県内で実施された調査資料を年度別に集計し、対

比し参考とする（第３表、第３図、第４図）。
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ガンカモ科鳥類生息調査事業実施要領 

 

 

１．目的 

 

    本事業は、福井県内に渡来するガン・カモ・ハクチョウ類の渡来状況に関する基礎資料を収集し、鳥

獣保護行政に資するため実施する。 

 

 

２．調査実施者 

 

    本事業は、日本野鳥の会福井県に委託して実施するものとする。 

 

 

３．調査地 

 

    （調査地は、別紙参照で省略する） 

 

 

４．調査方法 

 

    調査は、それぞれの調査地に定点及びルートを設けて、その地域に生息するガン・カモ・ハクチョウ

類の種類別渡来数及び生息状況等のついて行うものとする。 

 

 

５．調査期日 

 

    平成２６年１月５日（日）および１２日(日)とする。ただし、天候または調査員の都合により同日におけ

る調査が不可能な場合は、１月５日から２０日の間に実施して差し支えない。 

    調査時間帯は、ガン・カモ・ハクチョウ類の渡来数の最も安定する午前中とする。 

 

 

    第６項、７項については省略する。 
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第１図 

 

平成２３年度  ガンカモ科鳥類生息調査地 
 
 

(1) 福良ヶ池 （あわら市） 

 (2) 北潟湖 （あわら市） 

 (3) 大堤 （坂井市） 

 (4) 九頭竜川＜河口域＞ （坂井市） 

 (5) 九頭竜川＜中流域＞ （福井市） 

 (6) 日野川 （越前市・鯖江市） 

 (7) 猪ヶ池 （敦賀市） 

 (8) 阿原ヶ池 （敦賀市） 

 (9) 久々子湖 （美浜町） 

(10) 菅湖 （若狭町） 

(11) 三方湖 （若狭町） 

(12) 水月湖 （若狭町） 

(13) 小浜湾 （小浜市） 

(14) 足羽川 （福井市） 

(15) 福井新港 （坂井市） 

(16) 坂井平野 （あわら市・坂井市） 

(17) 九頭竜川＜中上流域＞ （勝山市） 

平成２５年度　ガンカモ科鳥類生息調査地

第１図



（1）福良ヶ池

（2）北 潟 湖

（3）大　堤
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調 査 地 地 図
第２図



（15）福井新港

（4）九頭竜川＜河口域＞

（5）九頭竜川＜中流域＞
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（6）日 野 川

（7）猪 ヶ 池
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（11）三 方 湖

（12）水 月 湖

（8）阿原ヶ池

（9）久々子湖

（10）菅　湖
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（13）小 浜 湾

（14）足 羽 川
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（16）坂井平野

（17）九頭竜川＜中上流域＞
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調 　 査 　 結 　 果 　 表

保護：鳥獣保護区 ９か所

内　訳 銃禁：特定猟具使用禁止区域（銃） ８か所

その他：指定なし １か所

番

号

調　　　査　　　地 調

査

面

積

ha

鳥
獣
保
護
区
等
の
区
分

調

査

人

員

調

査

員

代

表

調

査

月

日

天

候

郡

市

町

村

地

名

地

況

1 あわら市 福良ヶ池 池 3 銃禁 4 大西　五十二 1/12 曇り

2 〃 北潟湖 湖沼 230 保護，銃禁 4 組頭　五十夫 〃 雨のち曇り

3 坂井市 大堤 池 9 保護 3 香川　正行 〃 雨

4 〃 九頭竜川河口流域 河川 20 その他 3 大橋　正明 〃 小雨

5 福井市 九頭竜川中流域 〃 307 保護 8 土田　孝幸 〃 雨のち曇り

6 越前市・鯖江市 日野川 〃 220 銃禁 16 酒井　敬治 〃 晴

7 敦賀市 猪ヶ池 池 6 保護 3 田川　　亨 〃 曇り

8 〃 阿原ヶ池 〃 8 保護 3 田川　　亨 〃 曇りのち雪

9 三方郡 美浜町 久々子湖 湖沼 140 保護 3 堀田   高久 〃 晴

10 三方上中郡 若狭町 菅湖 〃 92 保護 3 小嶋   明男 〃 〃

11 〃 〃 三方湖 〃 358 保護 3 辻　　義次 〃 曇り時々晴れ

12 〃 〃 水月湖 〃 423 保護 3 八木　健爾 〃 晴

13 小浜市 小浜湾 海面 650 銃禁 3 井尻　雅己 〃 〃

14 福井市 足羽川 河川 100 銃禁 6 柳町　邦光 〃 曇り

15 坂井市 福井新港 海面 140 銃禁 3 鈴川　文夫 〃 小雨

16 あわら市・坂井市 坂井平野 平野 7,200 銃禁（一部） 14 組頭　五十夫 1/10 雪のち曇り

17 勝山市 九頭竜川中上流域 河川 38 銃禁 3 宇野　竜司 1/12 雪

合　　　　計 9,944 85

ガン類

マ
ガ
ン 

ヒ
シ
ク
イ

42

365 32

365 74

第１表
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ハク
チョ
ウ類

カ　　モ　　類

合　　計 コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

オ
シ
ド
リ

マ
ガ
モ

カ
ル
ガ
モ

コ
ガ
モ

ト
モ
エ
ガ
モ

ヨ
シ
ガ
モ

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ

ヒ
ド
リ
ガ
モ

ア
メ
リ
カ
ヒ
ド
リ

オ
ナ
ガ
ガ
モ

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ

ホ
シ
ハ
ジ
ロ

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ

ス
ズ
ガ
モ

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ

ミ
コ
ア
イ
サ

カ
ワ
ア
イ
サ

種数
（亜種含む） 羽数

2 4 2 6

1,497 434 139 3 72 2 507 4 5 33 17 2 12 2,715

1,543 253 1 112 10 215 2 58 3 9 2,197

33 117 1 4 193

863 168 216 30 2 3 1 3 3 9 1,289

8 3,022 379 1,767 5 22 18 166 1 3 2 4 1 15 14 5,413

137 7 1 41 9 5 195

3 2 9 16 4 30

243 511 16 11 22 8 102 194 344 6 14 11 1,471

3,057 7 3 7 7 15 5 25 74 3 5 11 3,208

940 666 104 95 4 121 14 23 2 6 10 1,975

1,856 8 10 2 160 1 6 2,037

6,629 483 405 321 26 166 586 7 8,616

12 1,279 258 360 170 1 1 4 36 9 2,121

13 84 89 3 186

2 397

397 2 40 23 3 168 11 10 33 1 1 11 689

8 15 21,478 3,051 3,433 333 350 55 1,672 1 632 167 263 647 83 23 33 55 20 32,738

（平成 25 年度ガンカモ科鳥類生息調査　実施日　平成 26 年 1 月 5 日，10 日，12 日）
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第２表
ガンカモ科以外の鳥類

場　所　

  
　種　名

福
良
ヶ
池

北
　
潟
　
湖

大
　
　
　
堤

九
頭
竜
川
河
口
域

九
頭
竜
川
中
流
域

日
　
野
　
川

猪
　
ヶ
　
池

阿
原
ヶ
池

久
々
子
湖

菅
　
　
　
湖

三
　
方
　
湖

水
　
月
　
湖

小
　
浜
　
湾

足
　
羽
　
川

福
井
新
港

坂
井
平
野

九
頭
竜
川
中
上
流
域

合
　
　
計番

　
号

1 キジ 1 2 3 

2 カイツブリ 4 7 19 4 1 2 10 2 49 

3 カンムリカイツブリ 4 10 3 2 6 6 13 5 13 3 1 66 

4 ハジロカイツブリ 11 1 1 3 8 24 

5 キジバト 25 1 26 

6 カワウ 1 18 2 5 5 48 6 7 25 13 3 5 30 17 1 186 

7 アオサギ 1 15 2 2 2 1 2 4 1 30 

8 ダイサギ 1 14 1 2 1 1 20 

9 コサギ 1 1 

10 オオバン 20 2 64 5 89 12 7 42 65 18 5 19 348 

11 ケリ 6 6 

12 イカルチドリ 3 3 

13 タシギ 2 2 

14 イソシギ 3 3 

15 ウミネコ 9 1 10 

16 カモメ 2 2 4 

17 セグロカモメ 2 2 2 2 1 9 

18 カモメSP 1 1 2 

19 ミサゴ 4 1 1 3 1 1 1 12 

20 トビ 2 1 10 6 4 7 10 28 7 5 3 3 1 6 93 

21 オオタカ 3 1 1 5 

22 ノスリ 1 1 5 1 1 2 11 

23 カワセミ 2 1 1 4 

24 コゲラ 2 4 3 9 

25 オオアカゲラ 1 1 

26 アカゲラ 1 1 2 

27 アオゲラ 1 1 

28 チョウゲンボウ 1 1 

29 ハヤブサ 1 1 2 

30 モズ 4 1 1 1 7 

31 カケス 1 2 1 1 5 

32 オナガ 12 12 

33 ハシボソガラス 3 66 1 5 2 5 3 5 1 3 94 

34 ハシブトガラス 1 1 18 2 4 4 1 5 36 

35 ヤマガラ 4 1 5 

36 シジュウカラ 20 2 2 3 2 29 

37 ヒヨドリ 4 19 10 36 3 8 3 5 4 92 

38 ウグイス 1 1 1 2 5 

39 エナガ 30 15 45 

40 メジロ 9 8 4 21 

41 ミソサザイ 2 2 

42 ムクドリ 10 1 1 1 12 25 

43 カワガラス 3 1 4 

44 シロハラ 1 1 2 

45 ツグミ 30 1 4 2 1 4 42 
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場　所　

 
　種　名

福
良
ヶ
池

北
　
潟
　
湖

大
　
　
　
堤

九
頭
竜
川
河
口
域

九
頭
竜
川
中
流
域

日
　
野
　
川

猪
　
ヶ
　
池

阿
原
ヶ
池

久
々
子
湖

菅
　
　
　
湖

三
　
方
　
湖

水
　
月
　
湖

小
　
浜
　
湾

足
　
羽
　
川

福
井
新
港

坂
井
平
野

九
頭
竜
川
中
上
流
域

合
　
　
計番

　
号

46 ルリビタキ 1 1 

47 ジョウビタキ 4 2 1 7 

48 イソヒヨドリ 1 2 3 

49 スズメ 1 357 2 10 30 20+ 1 421 

50 キセキレイ 3 1 4 

51 ハクセキレイ 2 1 1 1 5 

52 セグロセキレイ 8 2 1 3 2 3 1 2 1 23 

53 タヒバリ 1 1 

54 アトリ 68 1 69 

55 カワラヒワ 71 1 25 50 1 148 

56 マヒワ 1 94 50 145 

57 ベニマシコ 3 3 

58 シメ 4 4 

59 イカル 15 5 2 2 3 27 

60 ホオジロ 31 9 12 4 17 73 

61 カシラダカ 30 134 6 12 1 183 

62 アオジ 7 4 4 15 

63 ホオジロSP 2 2 

合　　計 5 142 5 75 62 1,004 74 238 51 97 204 98 99 173 23 10 133 2,493 
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２

３

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

合　　　計

備考

コ ク ガ ン

マ ガ ン

ヒ シ ク イ

ハ ク ガ ン

不 明 種

小　　計

オオハクチョウ

コハクチョウ

小　　計

アカツクシガモ

オ シ ド リ

マ ガ モ

カ ル ガ モ

コ ガ モ

トモエガモ

ヨ シ ガ モ

オカヨシガモ

ヒドリガモ

アメリカヒドリ

オナガガモ

シ マ ア ジ

ハシビロガモ

アカハシハジロ

ホシハジロ

キンクロハジロ

ス ズ ガ モ

ク ロ ガ モ

ホオジロガモ

ビロードキンクロ

シノリガモ

ミコアイサ

ウミアイサ

カワアイサ

不 明 種

小　　計

調 査 箇 所

調査面積ha

調 査 人 員

Ｓ４４

１９７０

４

４

１８

１８７

５１６

２，０１２

６０

５７

３７

１４１

３５

３，０６３

３，０６７

６

１，１９８

２２

Ｓ４５

１９７１

１３０

１３０

１６８

７７６

９８０

６３１

８４

５６０

１

５２８

４８６

１

４，２１５

４，３４５

１２

２，４８１

３５

Ｓ４６

１９７２

１００

９１５

７３１

１，９２３

２

１９

２５

１

２７

６７

１

１９

２２

１００

３，９５２

３，９５２

１２

２，２８４

４２

Ｓ４７

１９７３

５０

１，７３６

１，６２５

２，６１２

１９

２６

３

４９

６

２

１８８

３１２

１２

３

９

３０

６，６８２

６，６８２

１６

３，４００

７４

Ｓ４８

１９７４

５８

５８

１

１

５１

２，４３６

５，９９４

３，０８２

２５

２

５９

２２

３

１５７

３７１

１０

２

９

９

１２，２３２

１２，２９１

１４

２，７２５

７８

Ｓ４９

１９７５

５１

３，０３３

２，２１９

３，９８９

３

５

５

２４

９２

７５１

２８８

５

２２

６

１０

１０，５０３

１０，５０３

１１

２，７２５

５９

Ｓ５０

１９７６

１

８４

６，３４５

３，５７３

５，７００

１００

２３

４

１１０

２５

１１５

１９７

２６３

３

３５

６

２

２１４

１６，８００

１６，８００

１４

２，６７７

８３

Ｓ５１

１９７７

８

８

３３

３，２２０

１，２４５

１，１７８

１

１０９

１１

５

２４２

１０９

４

１

１

５

６，１６４

６，１７２

９

１，３９５

４６

Ｓ５２

１９７８

４８

１，８８７

２，６９５

１，８４５

４

１３

２

１１６

１５

２

４５８

３８５

９８

３

４７

２６

２

７

７，６５３

７，６５３

９

２，１８４

３３

Ｓ５３

１９７９

３０

３０

１１０

３，３９４

４，９３０

３，８３９

１８

３８

３７４

４８７

１８

８３７

９２５

１９５

６

２１

６６

４

１１

３

１５，２７６

１５，３０６

１３

２，２７３

３２

Ｓ５４

１９８０

６５

３，６４３

４，３３８

２，４４７

９

７９

３８６

２７１

５

７６２

７１６

１２０

３２

３５

２

１３

１２，９２３

１２，９２３

１２

２，２６８

３５

Ｓ５５

１９８１

２０３

２０３

６４

３，２２６

３，５３１

２，１８６

１４

７５

１２

１７２

８

９

４５５

８０７

３８７

７

２４

４４

９

２０

１１，０５０

１１，２５３

１２

２，２６８

２１

Ｓ５６

１９８２

１

１

１８

８，３７５

４，６２９

２，３２０

６

４０

２０

１７７

５６０

１９

７８６

６９９

６１６

３

３２

４３

２

６３

１８，４０８

１８，４０９

１１

２，２１８

３２

Ｓ５７

１９８３

１５

１０，８４２

５，７７５

２，８４２

７

２６

１２

２６６

２９７

２３

６２９

９７２

９０４

３０

４０

３６

２２，７１６

２２，７１６

１１

２，２１８

３６

種名

年度

調査実施年

ガンカモ科鳥類生息調査年度別集計表

１９８４

４ カ リ ガ ネ

８４

１１，０５９

５，１６２

４，７６２

５１

６７

３１

３９０

１，３６８

１

１１

１，０２８

４２２

１，３４９

３３

４５

４

２５，８６７

２５，８６７

１１

２，２１８

５３

Ｓ５８

１９８５

１

１

２８

１４，２３２

３，１７５

２，４５７

５８

９

１５３

１１５

３，１４４

４，３９５

ア カ ハ ジ ロ

１８２

４８

４０

２

４２

２８，０８４

２８，０８５

１１

２，４１８

４７

Ｓ５９ Ｓ６０

１９８６

２

１３３

１３５

４

４

４５

１４，２５４

３，２３１

１，８１５

３２

４０

７

１７０

２４４

２

４ ７

３７４

８７１

２６２

２３

８４

２

５

２１，４６８

２１，６０７

１１

２，４１８

５２

Ｓ６１

１９８７

２６０

１８

２７８

３

３

３７

８，４０２

２，６２４

３，７３９

９

１４

１２

１８１

１３５

３

１７７

１，０９２

３５５

１１

７７

５

９２

１６，９６５

１７，２４６

１１

２，４１８

５９

１ シジュウカラガン

Ｓ６２

１９８８

２

２

１７

７，２８２

２，４８５

１，９３６

５

１５

１４

２２３

７１

３

１

１５４

８８５

２２１

１０

８１

１２

２５７

１３，６７２

１３，６７４

１１

２，４１８

５８

第３表
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Ｈ１２

２００１

２，２００

７８

２，２７８

２２

２２

２６

１６，９９８

２，９０２

３，７４３

１８５

７４

７５

２，２７６

５０８

２９

２３５

２７５

７９８

１２

３

４５

１８

２８，２０２

３０，５０２

１６

９，９０６

７３

Ｈ１３

２００２

１，４００

４１４

１，８１５

２６

２６

８

１２，８４８

２，５８４

４，２５２

３１

９６

２５３

２，６３５

４

３３６

１５

９８３

７８７

７２４

３０

１

５７

５６

２５，７００

２７，５４１

１６

９，９０６

Ｈ１４

２００３

１，９０４

５９８

２，５０２

４５

４５

３０

１５，０６０

２，７２１

２，１８８

７８

１３２

１３２

１，５１０

３

２０９

４２

１，７５６

７６８

９３３

２５

２

５１

１０

１

２５，６５１

２８，１９８

１６

９，９０６

７９８２７１

Ｓ６３

１９８９

８６

８６

１０

１４，８８４

２，５７１

３，０８３

１７９

６０

２７

２９４

２７２

１

１５０

４７９

７３

１４

５３

１２

６

２２，１６８

２２，２５４

１３

２，４４６

４５

Ｈ１

１９９０

１４０

１４０

１４

１４

２

８，７５８

２，４７７

２，２８９

３

１８

５５

２７５

１

２７８

１２

５０９

８９９

３４７

３２

６７

２

１０

３００

１６，３３４

１６，４８８

１３

２，４４６

４５

Ｈ２

１９９１

８７

１０３

１９０

３４

３４

２

１７，７８０

２，０２０

１，７１８

１３

２

２７

３８２

４９

６

５０１

７９１

６３１

９

３７

６

３１４

２４，２８８

２４，５１２

１３

２，４４６

５９

Ｈ３

１９９２

７２０

６２

１５０

９３２

１２

１２

１４

１５，２１５

２，８８８

２，６３３

４

１２

８３

１，４４３

２４７

２６

７１２

５６６

４７９

１

３９

７２

１３

７

２４，４５４

２５，３９８

１３

２，４４６

６２

Ｈ４

１９９３

１３０

１９９

３２９

４８

４８

１１

１５，６２０

２，２０１

２，１２２

４

１８

１４１

５４３

２５４

１

１９１

１，０３７

３１０

１９

６７

３４

２２，５７３

２２，９５０

１３

２，４４６

５９

Ｈ５

１９９４

１，６５０

８

１，６５８

１

１

６

１３，９５７

２，５８４

２，７７３

１４

１６

１５７

７９５

３７１

７

４７１

７７５

２４６

１８

３８

１３

２２，２４１

２３，９００

１３

２，４４６

５４

Ｈ６

１９９５

１，２９５

３１９

１，６１４

２

２

１５

１２，２１７

１，４５２

１，３３５

４５

１０

１１２

６６４

２１６

７

１，３０３

１，０６１

６０３

１１

２４

３

５６０

１９，６３８

２１，２５４

１３

２，４４６

５５

Ｈ７

１９９６

５８２

６

５８８

９

９

８

１２，０６７

１，７４８

２，５０９

１５

３３

７７

１，５８７

２３９

１２

１，４６６

１，４３２

６５２

２２

２９

１１

３３

２１，９４０

２２，５３７

１３

２，４４６

５２

Ｈ８

１９９７

１，００３

１８１

１

１，１８５

１７

１７

５８

１６，３８５

２，６２３

３，４３５

９

２３

１３２

１，９１９

５５９

２８

１，７４０

１，３７０

６４９

２

１

５６

１３

２９，００２

３０，２０４

１６

９，８８６

９６

Ｈ９

１９９８

１

１，２００

２９３

１

３

１，４９８

２３

２３

１７

１４，２２６

１，７８５

１，５８９

２７

２４

６９

２，６５９

３３０

８２

５３４

９３３

１３９

２４

６５

１６

２２，５１９

２４，０４０

１６

９，９０６

８４

Ｈ１０

１９９９

１，０８１

５４７

１

４

１，６３３

１０

１５，５３６

２，９８６

３，２９８

１３

２７

４９

２，２３０

３１３

２９

２８７

５７０

３６８

２６

５４

１

３３

２５，８３０

２７，４６３

１６

９，９０６

６７

Ｈ１１

２０００

２，０３０

１０８

２，１３８

１３

１３

１５

１６，６６２

３，０９３

３，４６４

９４

６７

１２０

２，４１８

１

７１６

８７

３９６

７８６

５１８

１５

１

３４

４９

１

２８，５３７

３０，６８８

１６

９，９０６

１

Ｈ１５

２００４

２，１５０

４２

２，１９２

２１

２１

２６

１２，５７３

３，２４６

３，２０５

５

１６４

１１０

１，９７３

６６

２２

３２１

６９９

１９１

１０

５６

１

１４

２２，６８２

２４，８９５

１６

９，９０６

８１

Ｈ１６

２００５

２，０５９

２８

２，０８７

９

９

２５

１５，２１８

２，２６２

２，７６２

７６

１８８

２１３

２，７３８

１４０

６３

９４０

１，０９０

２３１

２

２１

５７

３８

３

２６，０６８

２８，１６４

１６

９，９０６

７７

１

Ｈ１７

２００６

１，０５９

３９８

１，４５７

１０４

１０４

３２

１５，８３３

２，６６８

２，００４

１７

１７９

２１

１，７９９

２

２３４

１４

２５９

５７７

９９２

２１

４８

３９

２４，７８９

２６，３５０

１７

９，９４２

９３

Ｈ１８

２００７

２，０９４

１９

８６

２，１９９

４６

４６

１４，２０７

２，９８８

３，４１１

６５

１４７

４８

１，８９０

１７０

６

２６２

１，２８２

３３７

３２

７６

４９

２４，９７０

２７，２１５

１７

９，９４４

９１

Ｈ１９

２００８

１，６１０

５

１，６１５

６６

６６

１

１３，９７５

３，９１２

３，０５９

１０８

２８９

１８４

２，５８３

２ １

２３１

１９

８８９

１，７０３

９３０

２６

２

３８

３０

２７，９８１

２９，６６２

１７

９，９４４

８０

２２，７５２

１７

９，９４４

８０

２２

２９

１

１５

２０，０５９

１１，１５０

１，６５５

２，３４２

９４

２１５

１０２

１，７６５

２，６５５

３８

３８

７

１２２

５３

６５３

１，１４２

６９２

Ｈ２０

２００９

２，６５４

１

２３，３８９

１７

９，９４４

７５

１０

４４

１０

２０，５０６

１１，１６９

１，８５０

２，４９８

５１

４２１

７６

１，２４９

２，７３２

１５１

１５１

１

１８４

３０

５３９

２，１０９

２６４

Ｈ２１

２０１０

２，７２６

６
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２

３

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

合　　　計

備考

コ ク ガ ン

マ ガ ン

ヒ シ ク イ

ハ ク ガ ン

不 明 種

小　　計

オオハクチョウ

コハクチョウ

小　　計

アカツクシガモ

オ シ ド リ

マ ガ モ

カ ル ガ モ

コ ガ モ

トモエガモ

ヨ シ ガ モ

オカヨシガモ

ヒドリガモ

アメリカヒドリ

オナガガモ

シ マ ア ジ

ハシビロガモ

アカハシハジロ

ホシハジロ

キンクロハジロ

ス ズ ガ モ

ク ロ ガ モ

ホオジロガモ

ビロードキンクロ

シノリガモ

ミコアイサ

ウミアイサ

カワアイサ

不 明 種

小　　計

調 査 箇 所

調査面積 ha

調 査 人 員

種名

年度

調査実施年

４ カ リ ガ ネ

ア カ ハ ジ ロ

１ シジュウカラガン

２６，２３１

１７

９，９４４

７３

１９

３３

２１

２４，５１９

１４，５１７

２，１８５

２，３６３

８０

３１０

４１

１，６７３

１，６７４

３８

３８

４３

３５８

６７

６８４

１，９６４

１６１

Ｈ２２

２０１１

１，６７４

３３，２３５

１７

９，９４４

９７

２４

３６

４７

３１，５７８

１８，８５０

２，４９９

４，７３３

２２３

４２０

１３

２，０５０

２

１，５２６

１３１

１３１

４

７５５

２０８

３８７

８５６

４７１

Ｈ２３

２０１２

１，４４７

７９

３０，６８４

１７

９，９４４

８３

７７

５０

３０

３０，４３４

１８，０５０

３，６６２

３，８５４

７５

２５５

４２

１，３５６

１５５

９２

３

９５

４３

２８３

８２

３１７

１，９９９

２５９

Ｈ２４

２０１３

１３１

２４

１

３２，７３８

１７

９，９４４

８５

２３

３３

５５

３２，２９１

２１，４７８

３，０５１

３，４３３

３３３

３５０

５５

１，６７２

４３９

８

８

１５

６３２

１６７

２６３

６４７

８３

Ｈ２５

２０１４

３６５

７４
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0% 40% 60% 80% 100%20%

S44（ 3,063羽）
S45（ 4,215羽）
S46（ 3,952羽）
S47（ 6,682羽）
S48（12,232羽）
S49（10,503羽）
S50（16,800羽）
S51（ 6,164羽）
S52（ 7,653羽）
S53（15,276羽）
S54（12,923羽）
S55（11,050羽）
S56（18,408羽）
S57（22,716羽）
S58（25,867羽）
S59（28,084羽）
S60（21,468羽）
S61（16,965羽）
S62（13,672羽）
S63（22,168羽）
H 1（16,334羽）
H 2（24,288羽）
H 3（24,454羽）
H 4（22,573羽）
H 5（22,241羽）
H 6（19,638羽）
H 7（21,940羽）
H 8（29,002羽）
H 9（22,519羽）
H10（25,830羽）
H11（28,537羽）
H12（28,202羽）
H13（25,700羽）
H14（25,651羽）
H15（22,682羽）
H16（26,068羽）
H17（24,789羽）
H18（24,969羽）
H19（27,981羽）
H20（20,059羽）
H21（20,506羽）
H22（24,519羽）
H23（31,578羽）
H24（30,434羽）
H25（32,291羽）

マガモ

カルガモ

コガモ

キンクロハジロ

ホシハジロ

ヒドリガモ

その他

第３図

優　占　率

年　

度

調査年度
全　国
福井県

50

100

150

200

250
増
減
率

福井県全　国

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9
1,663 1,657 1,895 1,729 1,846 1,742 1,867 1,991 1,903 1,705 1,879 1,704 1,821 1,796 1,888 1,773 1,868 1,879 1,905 1,743 1,728
16 24 24 23 22 20 22 29 22 26 29 28 26 26 22 26 25 25 28 20 21

1,670
25

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
1,523 1,469
32 30
（千羽）

第４図



あ と が き

　今回の調査は、各調査地とも経験豊富で識別力の優れたメンバーで構成し、
数多くの成果を収めた。調査記録は保存し、今後の鳥類生息状況調査の資料と
して重要な役割を果たすものと確信する。

調 査 協 力 者

浅井　喜久恵 池田　豊美 井尻　雅己 宇野　竜司

大西　五十二 大西　けい子 大橋　正明 奥田　憲平

納村　 力 納村　紀子 香川　正行 久保上　宗次郎

河野　きゑ子 河野　文明 越野　恵子 小嶋　明男

組頭　五十夫　　 斉藤　衣代 酒井　敬治 笹木　智恵子　　

清水　泰次 鈴川　文夫 須本　一郎 瀬戸　靖夫

高田　雄治 高橋　繁応 髙谷　浩一 髙谷　三恵子

田川　 亨 武田　真澄美　　 田代　みつ子 多田　憲市

田中　美喜代 谷口　眞栄 　辻　 義次 土田　孝幸

橋㟢　建次 畠中　武二 畠中　八千代 平城　常雄

　堀　 孝敏 　堀　 治市 堀田　高久 堀田　統大

堀田　雅貴 前川　克人 松村　俊幸 三原　 学

村上　公輝 村上　千賀子 　森　 次夫 門前　孝也

八色　親弘 柳町　邦光 山崎　範子 山下　美佐子

八木　健爾 横山　大八 吉田　一朗 楽間　準二

編 集 ： 日 本 野 鳥 の 会 福 井 県
　 　 　 〒 919−0212　福 井 県 南 条 郡 南 越 前 町 鯖 波 1 8−3
　 　 　 　　　　　　　TEL　0778−47−3006（ 門 前 方 ）
発 行 ： 福 井 県 自 然 保 護 セ ン タ ー
　 　 　 〒 912−0131　福井県大野市南六呂師 1 6 9−1 1−2
           　　　　　　　TEL　0779−67−1655

（順不同敬称略）






